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Ⅲ. 河川工作物アドバイザー会議の経過報告・今後の予定 

               

１ 平成 30（2018）年度河川工作物アドバイザー会議の開催経過と予定について 

（１）ルシャ川ダム改善方針に係わる打合せ会議（平成 30年 4月 27日（金）札幌市） 

    北海道主催の会議で、関係者のみのクローズド会議として地域の皆様にご説明する方針と計画

の案について最終調整を行いました。北海道から「ルシャ川ダム改善方針（案）」、林野庁も参加

して「ルシャ川河床路実証試験計画(案)」を提示、議論を行い、地元関係者の皆様に説明する方

針と計画を整えました。 

（２）ルシャ川治山ダム改善方針（案）等に係わる地元説明会（平成 30年 6月 7日（金）斜里町） 

    北海道主催の会議で、地元の漁業関係者を含む地域の皆様を対象に、北海道から「ルシャ川ダ

ム改善方針（案）」、林野庁から「ルシャ川河床路実証試験計画」について説明させていただきま

した。 

（３）河川工作物アドバイザー会議 

   ① 第１回目の会議（平成 30年７月９日（月）～10日（火）斜里町）  

・７月９日（月）現地検討会 ルシャ川にて 

     ルシャ川ダム改善箇所及び河床路実証試験計画箇所について現地検討会を行いました。 

   ・７月 10日（火）室内会議 斜里町にて 

     地元漁業関係者の皆様を傍聴にお迎えしたオープン会議として開催し、UNESCO 第 41 回世界

遺産委員会決議への対応、長期モニタリング調査に環境 DNAを用いた調査手法を導入する着手

報告、第二次検討ダム（オッカバケ川）の改良実施状況、地元説明会の状況等などを議論しま

した。 

   ② 第２回目の会議（平成 31年１月 31日（木）札幌市で開催予定） 

      

２ 平成 30年度長期モニタリング取組状況について 

   知床世界自然遺産地域科学委員会長期モニタリング実施計画に基づき、以下の調査について実

施をしています。 

・オショロコマの生息状況に関するモニタリング調査 

    知床半島内の遺産隣接地域を含む 37 河川の水温測定と外来種侵入状況を探知することを目的

とした環境 DNA調査、ルシャ川を含む９河川でオショロコマの捕獲調査等を実施中です。 

       

３ 第 41回世界遺産委員会決議に係わる対応について 

   保全状況報告書については、後ほど一括して説明いたします。 

また、本年９月頃を目途に進めていた IUCN サケ科魚類専門家グループの助言ミッションについ

ては、招聘に至らず平成 31年度の招聘に向けて引き続き取り組んで参ります。 

  

４ 今後の予定 

   林野庁では、現在ルシャ川河床路実証試験のための工事を実施しております。本工事にあたりま

しては、河川工作物アドバイザー会議の現地指導を受けながら、また、漁業関係者の皆様を始めと

する地元の皆様からの意見を伺いながら進めております。今後とも特段のご理解、ご協力をよろし

くお願いいたします。 


